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はじめに

このマニュアルは、Oracleのライセンス契約においてプログラム・マニュアルの一部となっています。このマニュアルは、Oracleプログラムで使用できる機能とオプションについて理解することを目的としています。ライセンスに関するご質問は、Oracleサポート・サービス、またはhttp://www.oracle.com/us/corporate/license-management-services/index.htmlのLicense Management Servicesの担当者に問い合せるか、「関連ドキュメント」にリストされている情報リソースで詳細を参照してください。

ここでは、次の項目について説明します。

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連ドキュメント


	
表記規則





対象読者

このマニュアルは、Oracle Database Applianceリリース2.1のすべての購入者を対象としています。


ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。


関連ドキュメント

詳細は、次のOracleマニュアルを参照してください。

	
Oracle Database Applianceのインストールの詳細は、Oracle Database Applianceのインストレーション、構成およびユーザーズ・ガイド


	
次に示す場所にある『Software Investment Guide』

http://www.oracle.com/corporate/pricing/sig.pdf





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。










1 キャパシティ・ライセンス情報

この章には、Oracle Database Applianceのキャパシティ・ライセンス情報を示します。次の項目で構成されています。

	
Oracle Database ApplianceのCPUコア数の構成


	
キャパシティ・ライセンスおよびOracle Database Appliance仮想化プラットフォーム






Oracle Database ApplianceのCPUコア数の構成

この項ではOracle Database ApplianceおよびOracle Database Appliance X3-2のコア数の構成方法について説明します。CPUコア数は、サーバー1台当たりの有効なCPUコア数です。


Oracle Database Appliance

Oracle Database Applianceには、2台のサーバーが含まれています。各サーバーにはCPUコアが12個あります。

デフォルトでは、Oracle Database Applianceは、1サーバー当たり12個のCPUコアを搭載して出荷されます。つまり、次のようになります。

	
2台のサーバーのそれぞれで、12個すべてのCPUが有効です。


	
これによって、アプライアンスで有効なCPUコアは合計24個になります。




デフォルトのCPUコア数(各サーバーで12個)を使用することも、「CPUコア数の変更」の手順に従ってCPUコア数を変更することもできます。たとえば、CPUコア数を8個に変更すると、次のようになります。

	
2台のサーバーのそれぞれで、8個のCPUが有効です。


	
これによって、アプライアンスで有効なCPUコアは合計16個になります。





Oracle Database Appliance X3-2

Oracle Database Appliance X3-2には2台のサーバーが含まれています。各サーバーにはCPUコアが16個あります。

デフォルトでは、Oracle Database Appliance X3-2は、1サーバー当たり16個のCPUコアを搭載して出荷されます。つまり、次のようになります。

	
2台のサーバーのそれぞれで、16個すべてのCPUが有効です。


	
これによって、アプライアンスで有効なCPUコアは合計32個になります。




デフォルトのCPUコア数(各サーバーで16個)を使用することも、「CPUコア数の変更」の手順に従ってCPUコア数を変更することもできます。たとえば、CPUコア数を12個に変更すると、次のようになります。

	
2台のサーバーのそれぞれで、12個のCPUが有効です。


	
これによって、アプライアンスで有効なCPUコアは合計24個になります。





CPUコア数を変更する場合のルールと制限

CPUコア数を変更する前に次のルールと制限を確認してください。

	
Oracle Database Applianceの場合:

	
1台当たりのCPUコア数は、2、4、6、8、10または12に変更できます。


	
CPUコア数を変更した場合、その後はCPUコア数を増やすことのみ可能です。

たとえば、CPUコア数を6に変更した場合、その後はCPUコア数を8、10または12に変更できます。CPUコア数を8に変更した場合、その後はCPUコア数を10または12に変更できます。


	
必要な1サーバー当たりのCPUコア数が12の場合、デフォルト構成を使用します。「CPUコア数の変更」の手順に従ってCPUコア数を12に設定しないでください。デフォルト構成を使用すると、必要に応じて後でCPUコア数を12未満に設定できます。




	
注意:

手順に従って誤ってCPUコア数を12に設定し、後でCPUコア数を減らせない状態であることにすぐに気付いた場合、Oracleサポートに連絡して問題を解決してください。













	
Oracle Database Appliance X3-2の場合:

	
サーバー1台当たりのCPUコア数は、4、8、12または16に変更できます。


	
CPUコア数を変更した場合、その後はCPUコア数を増やすことのみ可能です。

たとえば、CPUコア数を8に変更した場合、その後はCPUコア数を12または16に変更できます。CPUコア数を12に変更した場合、その後はCPUコア数を16に変更できます。


	
必要な1サーバー当たりのCPUコア数が16の場合、デフォルト構成を使用します。「CPUコア数の変更」の手順に従ってCPUコア数を16に設定しないでください。デフォルト構成を使用すると、必要に応じて後でCPUコア数を16未満に設定できます。




	
注意:

手順に従って誤ってCPUコア数を16に設定し、後でCPUコア数を減らせない状態であることにすぐに気付いた場合、Oracleサポートに連絡して問題を解決してください。














CPUコア数の変更

CPUコア数を変更する手順:

	
My Oracle Supportにログインします。


https://myoraclesupport.com


	
「設定」タブをクリックし、サブメニューから「アセット」を選択します。


	
アセット・リストでアプライアンスのシリアル番号を検索します。

シリアル番号が見つからない場合は、Oracleサポートにご連絡ください。


	
アプライアンスのシリアル番号を選択します。


	
使用可能なアクションから「キーの管理...」を選択します。


	
「コア構成キーの管理」ダイアログ・ボックスに、アプライアンスのシリアル番号が表示されます。キーが以前に生成されていた場合、現在の構成を表示できます。

	
「1サーバー当たりのコア数」ドロップダウン・リストで、1サーバー当たりの有効なコア数を選択します。選択された値は、アプライアンスの両方のサーバーに適用されます。

最初はOracle Database Applianceでは2、4、6、8、10または12を選択でき、Oracle Database Appliance X3-2では4、8、12または16を選択できます。

以降は、現在の数より大きい数のみ選択できます。


	
「キーの生成」をクリックしてキーを生成します。


	
「キーをクリップボードにコピー」をクリックしてキーをクリップボードにコピーします。





	
キーを空のテキスト・ファイルに貼り付け、Oracle Database Applianceの任意の場所にファイルを保存します。


	
Oracle Database Applianceのサーバーの1つにrootとしてログインします。


	
注意: このステップのコマンドによって、再構成を完了するためにサーバーが再起動されます。

次のコマンドを実行します。


/opt/oracle/oak/bin/oakcli apply core_configuration_key key_file_location


key_file_locationは、ステップ7で作成したテキスト・ファイルのフルパス名です。

次に例を示します。


/opt/oracle/oak/bin/oakcli apply core_configuration_key /home/myfile.txt




システムの再起動後、Oracle Database Applianceが再構成され、両方のサーバーが、指定されたCPUコア数で稼働します。





キャパシティ・ライセンスおよびOracle Database Appliance仮想化プラットフォーム

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのキャパシティ・ライセンスは各サーバーの合計コア数に基づきます:

	
Oracle Database Applianceの各サーバーに12個のコア


	
Oracle Database Appliance X3-2の各サーバーに16個のコア




クラスタ管理およびデータベースを含むOracleソフトウェアがインストールされているODA_BASEドメインにコアのサブセットを割り当て、残りのコアは仮想マシンにデプロイするために使用可能です。コアの割当ては、ライセンス情報を更新する必要がなく、いつでも変更できます。ODA_BASEコア数を変更する手順は、『Oracle Database Applianceスタート・ガイド』に記載されています。








2 サードパーティ製品のライセンス

この章には、Oracle Database Applianceに含まれるサードパーティ製品のライセンス情報を示します。

Oracle Database Applianceには、Oracle Database 11gリリース2 (11.2)で使用されているサードパーティ製品が含まれています。これらのサードパーティ製品のライセンス情報を確認するには、『Oracle Databaseライセンス情報』を参照してください。

Oracle Database Applianceには、Oracle Integrated Lights Out Manager 3.0で使用されているサードパーティ製品が含まれています。これらのサードパーティ製品のライセンス情報を確認するには、『Oracle Integrated Lights Out Manager 3.0 Program Documentation Third Party Licenses and Notices』を参照してください。


Intel PXE Firmware License

The enclosed software products and documentation were developed at private expense, and are provided with "Restricted Rights."Use, duplication or disclosure by the government is subject to restrictions as set forth in FAR 52.227-14 and DFARS 252.227-7013 et. seq. or its successor.The use of this product by the government constitutes acknowledgment of Intel's proprietary rights in the product.





Oracle Legal Notices

Copyright Notice

Copyright © 1994-2013, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

Trademark Notice

Oracle and Java are registered trademarks of Oracle and/or its affiliates. Other names may be trademarks of their respective owners.

Intel and Intel Xeon are trademarks or registered trademarks of Intel Corporation. All SPARC trademarks are used under license and are trademarks or registered trademarks of SPARC International, Inc. AMD, Opteron, the AMD logo, and the AMD Opteron logo are trademarks or registered trademarks of Advanced Micro Devices. UNIX is a registered trademark of The Open Group.

License Restrictions Warranty/Consequential Damages Disclaimer

This software and related documentation are provided under a license agreement containing restrictions on use and disclosure and are protected by intellectual property laws. Except as expressly permitted in your license agreement or allowed by law, you may not use, copy, reproduce, translate, broadcast, modify, license, transmit, distribute, exhibit, perform, publish, or display any part, in any form, or by any means. Reverse engineering, disassembly, or decompilation of this software, unless required by law for interoperability, is prohibited.

Warranty Disclaimer

The information contained herein is subject to change without notice and is not warranted to be error-free. If you find any errors, please report them to us in writing.

Restricted Rights Notice

If this is software or related documentation that is delivered to the U.S. Government or anyone licensing it on behalf of the U.S. Government, the following notice is applicable:

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations. As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs. No other rights are granted to the U.S. Government.

Hazardous Applications Notice

This software or hardware is developed for general use in a variety of information management applications. It is not developed or intended for use in any inherently dangerous applications, including applications that may create a risk of personal injury. If you use this software or hardware in dangerous applications, then you shall be responsible to take all appropriate fail-safe, backup, redundancy, and other measures to ensure its safe use. Oracle Corporation and its affiliates disclaim any liability for any damages caused by use of this software or hardware in dangerous applications.

Third-Party Content, Products, and Services Disclaimer

This software or hardware and documentation may provide access to or information on content, products, and services from third parties. Oracle Corporation and its affiliates are not responsible for and expressly disclaim all warranties of any kind with respect to third-party content, products, and services. Oracle Corporation and its affiliates will not be responsible for any loss, costs, or damages incurred due to your access to or use of third-party content, products, or services.

Alpha and Beta Draft Documentation Notice

If this document is in preproduction status:

This documentation is in preproduction status and is intended for demonstration and preliminary use only. It may not be specific to the hardware on which you are using the software. Oracle Corporation and its affiliates are not responsible for and expressly disclaim all warranties of any kind with respect to this documentation and will not be responsible for any loss, costs, or damages incurred due to the use of this documentation.
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